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ＪＲ九州労組第 29 回定期大会 

ＪＲ九州労組は７月９日、中央本部会議室

で第 29 回定期大会を開催した。 

当日は、新型コロナウイルス感染症の拡大

防止の観点から、全議案を書面による議決と

したことを踏まえ、中央本部専従役員（資格

審査委員長・議事運営委員長・選挙管理委員

長含む）と議長が出席した。 

ＪＲ九州労組は、機関会議で本定期大会の

書面開催を決定以降、事前に代議員・特別代議員に対して議案書を送付し意見を聴取。

集約した意見に対する答弁書を作成して再度代議員・特別代議員に送付し、その上で同

意確認書の提出を求めるなど、丁寧に代議員・特別代議員との意思疎通を積み重ねてき

た。 

冒頭、出席者を前に挨拶した中原博徳中央執行委員長（ＪＲ連合副会長）は、本定期大

会を書面議決としたことで、結果として多くの代議員・特別代議員から意見を集約でき

たことに触れ、これらの意見に真摯に耳を傾け、向こう１年間の運動に反映させていく

決意を述べた。また、７月４日以降の「令和２年７月豪雨」でＪＲ九州の各路線が甚大な

被害を被っていることに鑑み、当面は組合員・家族の被災状況等の把握に努めるととも

に、ＪＲ連合と連携して所要の対応に率先して尽力していく考えを示した。 

その後、議事運営委員長が各議案・大会宣言案の議決結果について発表し、賛成多数

を確認した上で、議長が全議案の可決を宣言し、終了した。 

ＪＲ九州労組は、コロナ禍・令和２年７月豪雨による会社発足以降最大の経営危機を

全組合員一丸となって克服するべく、今後、ＪＲ連合ビジョンの実践による組織強化・

拡大や政策課題解決にむけた取り組みを強化していくこととしている。 

 

 


